
 

令和５年度 第１回 新栄高等学校学校運営協議会 議事録 

 
開催日：令和５年６月 23日（金）15:30～16:20 

議 題：令和５年度学校評価（目標設定）等についての意見聴取 

出席者：学校運営協議会委員５名 副校長、教頭、事務長、各 GL 

〇令和５年度学校目標、学校運営協議会年間計画等の確認と意見聴取 

 意見・質問・感想等 

委

員

Ａ 

■令和５年度学校評価報告書（目標設定）について 
①教育課程・学習指導 
・多文化教育推進が学校目標に加わったとのこと。グローバル社会を生きる力の育成におい
て、大学としてできることがあれば協力したい。みなとみらいキャンパスには、グローバル
学部があるので、進路選択の一助として生徒たちにキャンパスに来て見学してほしい。 

委

員

Ｂ 

■令和５年度学校評価報告書（目標設定）について 
②生徒指導・支援 
・部活動加入率 50％を目指すということだが、現在は何％くらいか。 
→30～40％で、例年より加入率が増えている。 

委

員 

Ｃ 

 

■令和５年度学校評価報告書（目標設定）について 
②生徒指導・支援 
・１年生から制服が代わったことにより、生徒たちの何が変わったか。 
→男子生徒数が増加した。落ち着いて学校生活を頑張ろうという気持ちの生徒が多いよう

に思う。 
→新しい制服を気に入ってくれる中学生もいる。これまでの制服に使われてきたブルーを

引き続き取り入れつつ、新しい歴史を開く制服となった。 
・制服も新たになり、新栄高校が良い方向に向かっていると感じている。地域住民とも話題
になる。生徒たちにも、地域に愛着を持ってほしい。 

委

員 

Ｄ 

■令和５年度学校評価報告書（目標設定）について 
②生徒指導・支援 
・高校の学校説明会に参加すると、その学校の雰囲気が分かる。制服ではなく、中身で選ば
れる学校になってほしい。在県外国人等特別募集の人気校になってほしい。 

委

員 

Ｅ 

■令和５年度学校評価報告書（目標設定）について 
④地域等との協働 
・ケアプラザでも、高校生の力を借りたいと思っている。ボランティアの参加をお願いした
い。 

 

第１回地域連携部会 16:20～16:30 

☆学校より 

・学校ホームページの英語、中国語、ドイツ語版を作成した。国籍を問わず県民の方に広く、新

栄高校を理解してほしい。５月には東京横浜独逸学園生徒の体験入学を受入れた。 

☆学校運営協議会委員からのご意見・ご質問 

・在県外国人等特別募集の人数は増加するのか。→未定 

・在県生徒のクラスはどのように編成しているか。→２クラスに分かれて在籍。科目によって

は、取り出し授業、また、毎週水曜日の放課後、ボランティアによる学習支援を実施 

・みどり支援学校分教室との交流はどのようなものか。→体育祭、文化祭、防災訓練の共同開催 

・神奈川大学ではダイバーシティーに取り組んでいる。本学の様子を見に来てほしい。 

 

 


